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i 島 与 志 雄 



クロポトキン は、 チェ ー ホフに ついて 次の ような こ 

と を 云って いる。 —— 

若し 社会の 進化に 何等かの 理論が ある ものと すれば、 

文学が 新たな 方向 を 取り、 既に 人生に 芽ぐみつつ ある 

ところの 新たな タイプ を 造り 得る に 先立って、 チェ— 

ホフの ような 作者が 現われなければ ならない。 兎に角、 

そういう 場合に は 印象の 深い 別れの 言葉が 云われな け 

れ ばなら ない ので ある。 その 別れの 言葉 を 云う のが、 

チ ェ —ホフの やった ところの ものである。 

, J れは 意味 深 い 言 だ 。 たとい 社会の 進化に 何等の 理 

論 もない としても、 その 変革 期に は、 誰かに よって 別 



内に 燃 ゆる 火、 現在の 闇黒と 未来の 曙光、 そういう も 

のの 持つ 一 種 ヒロイックな 魅力、 被 搾取 階級の 惨澹た 

る 生活、 それに 対する 同感と 愛、 それら は 確に 人を惹 

きつける 或 物 を 持って いる。 けれども、 単に 惹 きつけ 

る こと は、 味方の 陣営に 投ぜ させる ことで はない。 大 

衆 は、 一人の 大杉栄 を 知る ことによって、 或は 一人の 

X X X X を 知る ことによって、 はっきりと 敵 味方に 別 

れる。 そして この 截然たる 敵 味方の 区別が、 実は 最も 

大切な ので ある。 そこから、 社会 は 本当に 動き 出す。 

文学の なかに、 何故、 一 人の 生きた 大杉栄 が 現われ 

てこない のか。 或は 一 人の 生きた X X X X が 現われて 
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